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次世代の光応答性を有する分子組織体の創出のためには、光照射下における

過渡的な分子構造を理解することが一つの重要課題である。しかし、分子運動が

生じる時間領域、すなわちフェムト秒からピコ秒の時間分解能で過渡的な分子

構造を観測することは容易ではない。例えば、この過渡的な分子構造を得るため

には、大型の放射光施設を用いた超高速時間分解 X 線回折法やテーブルトップ

型の超高速時間分解電子線回折法を用いる必要があり、これらの装置開発には

多くの要素技術が必要である。 
私は時間分解能 500 fs を持つテーブルトップ型の超高速時間分解電子線回折

装置を日本で先駆けて開発し、本装置を用いて無機物質、有機分子、炭素材料な

どの幅広い材料を対象として、光によって変化の生じる原子・分子構造の変化を

観測してきた。また、それらの計測結果を材料合成を行う研究者にフィートバッ

クすることにより、より高性能・高機能な材料の開発にも取り組んできた。 
時間分解回折実験は、分子の周期性の変化を高感度に観測することが可能な

技術であり、凝集系の物質の構造ダイナミクスを観測するための極めて強力な

計測手法である[1]。本講演では、最近得られた有機分子や炭素材料の光照射下

における超高速構造ダイナミクスを示す[2–5]とともに、現在開発中あるいは、

今後開発する予定である電子線の特性を極限にまで利用した新しい超高速時間

分解電子線回折装置について紹介する予定である。 
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